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要望があったので、レポート No. 2, No. 3の解答を配布します。

No.2の問題 1. (a) gradf =
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最後の等式では偏微分の順番を変えても結果が変わらないことを用いた。

(b) A⃗ =

⎛

⎜⎝
Ax

Ay

Az

⎞

⎟⎠とすると、rotA⃗ =

⎛

⎜⎝

∂Az
∂y − ∂Ay

∂z
∂Ax
∂z − ∂Az

∂x
∂Ay

∂x − ∂Ax
∂y

⎞

⎟⎠. これより

div(rotA⃗) =
∂

∂x

(
∂Az

∂y
− ∂Ay

∂z

)
+

∂

∂y

(
∂Ax

∂z
− ∂Az

∂x

)
+

∂

∂z

(
∂Ay

∂x
− ∂Ax

∂y

)
= 0.

最後の等式では偏微分の順番を変えても結果が変わらないことを用いた。
No.2の問題 2. ベクトル場は A⃗ = (−y, x, 0)である。

(a) C1 を媒介変数表示すると
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(b) C2 を媒介変数表示すると
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(c) C3 の媒介変数表示は
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No.3の問題 1. 問題の図の円柱にガウスの法則を適用すると、
∫

S
E⃗ · dS⃗ = E(r)× 2πrh = (λh)/ϵ0.

これより E(r) =
λ

2πϵ0r
.

No.3の問題 2. 問題の図の直方体にガウスの法則を適用すると、
∫

S
E⃗ · dS⃗ = E(r)× 2S = (σS)/ϵ0.

これより E(r) =
σ

2ϵ0
(結局、電場は面からの距離には依存しなくなる).

眠れぬよるのために. 裏面.
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